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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

消
す
ま
で
は

　出
な
い
行
か
な
い

　離
れ
な
い

　11
月
9
日
㈮
か
ら
15
日
㈭
ま
で
の
7
日

間
、
全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
火
災
予
防
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
尊
い
生
命
や
大
切
な
財

産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
の
運
動
で
す
。
　

　日
ご
ろ
か
ら
次
の
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
3

つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
）
を
実
践
し
、
外

出
時
や
就
寝
前
に
は
、
も
う
一
度
火
の
元
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
、
火
災

が
発
生
し
た
と
き
は
、
最
小
限
の
被
害
で
食

い
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

住宅防火  いのちを守る住宅防火  いのちを守る のポイントのポイント
―3つの習慣・4つの対策―

3つの習慣

4つの対策

3つの習慣3つの習慣

4つの対策4つの対策

７つ

寝たばこは、
絶対やめる。

逃げ遅れを防
ぐため、住宅用
火災警報器を
設置する。

寝具、衣類およ
びカーテンから
の火災を防ぐた
め、防炎品を使
用する。

火災を小さいう
ちに消すため、
住宅用消火器
などを設置す
る。

お年寄りや体
の不自由な人
を守るため、隣
近所の協力体
制をつくる。

ガスこんろなどのそば
を離れるときは、必ず
火を消す。

ストーブは、燃えやす
いものから離れた位
置で使用する。

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

住宅用火災警報器が鳴ったときはどうするの？

【火災のとき】
・火の元を確認し、可能であれば初期消火を行ってください。
・火が消えなければ速やかに避難してください。
・119番通報を忘れずに。
【火災ではないとき】
・異常がないか周囲をもう一度確認しま
しょう。
・「異常停止ボタン」や「引きひも」で警報
音を止め、室内の換気を行いましょう。
※調理時の煙や湯気、くん煙式殺虫剤の
使用などで鳴ることがあります。

住宅用火災警報器取り付けた、その後は
Q
A

住宅用火災警報器の日ごろの点検・お手入れは？

【点検方法】
・1カ月に1回程度、作動点検をしましょう。
・「警報停止ボタン」や「引きひも」で点検を行います。
【お手入れ】
・ほこりやクモの巣などが付くと、火災
の煙を感知しにくくなります。
・1年に1回程度は、乾いた布でふき取り
ましょう。

Q
A

　空き地の雑草を枯れたままにしておくと、近
隣住民の生活環境を害するばかりでなく、たば
このポイ捨てによる火災や、見通しが悪くなり
交通事故の原因になる可能性があります。
　空き地の所有者または管理者は、早めに雑
草を刈り取るようお願いします。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当
　　　　　　　☎556―9530

雑草の刈り取りに
ご協力を

雑草の刈り取りに
ご協力を
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人事行政の運営状況を公表します
　本市の人事行政の運営状況（給与公表に関する部分を除く）の概要を公表します。
　なお、詳細な内容については、市ホームページおよび市政情報コーナーで閲覧できます。

1 職員の任免および職員数に関する状況

市費負担
教 職 員
22人

計

49人

（1）職員の採用状況（H23.4.1～H24.3.31）
一　般
事務職
18人

土　木
技術職
2人

保育士

2人

消防職

3人

教 育 職
（指導主事）
2人

（2）職員の退職状況（H23.4.1～H24.3.31）

16人 2人

普通退職

1人 25人

計

44人

その他
（死亡、免職、失職、任期付）定年退職 勧奨退職

（1）勤務時間の概要（標準的なもの）
1週間の勤務時間
38時間45分

開始時刻
午前8時30分

終了時刻
午後5時15分

休憩時間
正午～午後1時

（2）年次有給休暇の取得状況（一般職員）（各年1.1～12.31）

平均取得日数
平成23年
6.0日

平成22年
7.2日

対前年増減
▲1.2日

（3）病気休暇、介護休暇および組合休暇の取得状況（H23.4.1～H24.3.31）
病気休暇
29人

介護休暇
ー

組合休暇
ー

6 職員の福祉および利益の保護の状況

（1）健康診断の状況（H23.4.1～H24.3.31）
区　分

定期健康診断
受診者
420人

受診率
78.5%

胃がん検診 94人 17.6%
大腸がん検診 118人 22.1%

（2）公務災害の発生状況（H23.4.1～H24.3.31）
区分

公務災害
通勤災害

人数
1人
ー

（4）育児休業などの取得状況（H23.4.1～H24.3.31）
休業の種類

取得者合計

育児休業
休業者の内訳 うち新規

4人7人
4人7人
ーー

育児短時間勤務
うち新規
1人1人
1人1人
ーー

部分休業
うち新規
4人6人
4人6人
ーー男性

うち女性

（5）時間外勤務の状況（H23.4.1～H24.3.31）
7.0時間職員1人当たりの月平均時間外勤務時間数

3 職員の分限および懲戒処分の状況

（1）分限処分の状況（H23.4.1～H24.3.31）
区　　　分

心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合

ーー
ーー

ー3人
ーー

職制等の改廃などにより
過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合

ーー

ーー

ーー

条例で定める事由による場合 ーー ーー
ーー

ーー ーー
免職降任 降給休職

勤務成績が良くない場合

職務上の義務に違反し
または職務を怠った場合 ーー ーー

全体の奉仕者たるにふさわしく
ない非行のあった場合 ーー ーー

（2）懲戒処分の状況（H23.4.1～H24.3.31）
区　　　分

ーー ーー
減給戒告 免職停職

法令に違反した場合

4 職員の服務の状況

営利企業等従事の許可状況（H23.4.1～H24.3.31）
営利企業等の従事の内容 許可件数 摘要

自ら営利を目的とする私企業を
営む場合 ー ー

営利を目的とする私企業を営む
ことを目的とする会社その他の
団体の役員等の地位を兼ねる場合

2件
土地改良区
理事（無報酬）

報酬を得て事業または事務に
従事する場合 ー ー

該当なし
7 勤務条件に関する措置の要求の状況（H23.4.1～H24.3.31）

該当なし
8 不利益処分に関する不服申立ての状況（H23.4.1～H24.3.31）

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

2 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（2）勤務成績の評定の状況（H23.4.1～H24.3.31）
対象職員
評定回数

一般職（教育長、臨時･非常勤職員を除く）全職員
年２回

活用方法 勤勉手当、昇給

5 職員の研修および勤務成績の評定の状況

（1）研修の状況（H23.4.1～H24.3.31）
研修区分 研修内容･派遣先等（カッコ内は修了者数）

一般研修
（四市共同）
（行田･加須･羽生･鴻巣）

派遣研修

自己啓発促進

特別研修

一般研修
（市単独）

・
・

（  44人）
（  16人）

新規採用職員研修
臨 時 職 員 研 修

・ （  23人）主査・主幹級研修

・
・
・

（  16人）
（  12人）
（  16人）

初 級 職 員 研 修
上 級 職 員 研 修
監 督 者 研 修

・
・

（    9人）
（  21人）

中 級 職 員 研 修
法 制 執 務 研 修

・ （    7人）通 信 教 育 講 座
・
・
・

（    2人）
（  67人）
（   4人）

自治大学校
自治人材開発センター
防 火 管 理 講 習

・
・
・

（  10人）
（   1人）
（   4人）

市町村アカデミー
民間企業派遣研修
衛生推進者講習

（  51人）
（  24人）
（126人）
（  36人）
（387人）

考 課 者 研 修
ク レ ー ム 研 修
人 権 問 題 研 修
ブラッシュアップキャリア研修
行田の歴史研修

・
・
・
・

（325人）
（  38人）
（105人）
（265人）

人事考課制度研修
おもてなし研修
救急･応急処置研修
メンタルヘルス研修

・
・
・
・
・


